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①家庭菜園・屋上農園の土壌再生サービスの実証実験（品川区八潮地区で実証実験中）

概要
プランターを用いた家庭菜園・屋上農園等の土は法的に廃棄できない。これらの土の土壌の再生
サービス（土壌リフレッシュセンターで行う）を実装する。この過程で家庭生ごみによる廃物の資源利
用を行うことで脱炭素、SDGs教育につなげる。

事業内容
・家庭コンポストの普及のための対話型土壌再生可視化システム（コンポスペット）の構築
・土壌リフレッシュセンターで使用する再生土壌として③でできた堆肥を用いる事による培養土の販売
ルートの確保

・土壌リフレッシュセンター利用者の土壌再生履歴データベース化・利用者管理、 BIOTREXによる
再生レベルの認証

・ワークショップによる実装レベルの確認・利用者の人材養成
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土壌再生に関する取組の詳細
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②地力ベースの農地評価・認証サービスの実装（小川町、熊谷市で展開）

概要

地力ベースの農業の推進により、必要以上の施肥は軽減され、過剰施肥による環境負荷の軽減、

②③との併用により、脱炭素化が期待できる（P5の全体像参照）。また、さらに、データベース化し、

営農情報への適用することで信頼ある取引が可能になる。

事業内容

・土壌微生物多様性・活性値(BIOTREX)*による地力評価・認証

・ BIOTREX計測地域の腸内フローラ検査結果とBIOTREX計測値との関係性評価、良好土壌

の価値計測

・ BIOTREXのデータベースに加え地力・売買契約・土地のデータベースの土地評価・農産物の価

値評価に使用

・データベースを既存のトレーサビリティーシステムと連携させた営農情報による農産物の販売支援に

適用（お礼制モデル(小川町下里地区にて霜里農園を中心に運用)への適用）

・システム利用者によるワークショップによる実装レベルの確認

*土壌微生物多様性・活性値(BIOTREX)：立正大学地球環境科学部 横山和成特任教授よ

り開発・実装
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堆肥組合・堆肥舎
土壌リフレッシュセンター
https://soilreflesh.wixsite.com/soilreflesh

里山・郊外都市部
（品川区八潮で実践）

土壌（屋上農園・

ベランダプランター）
コンポスト 落ち葉・馬糞等

土壌微生物多様性・

活性値評価
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立正大学谷津田イノベーション研究会

地力
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（小川町・熊谷市で展開）
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土壌リフレッシュセンターを巡る都市部と里山・郊外の連携

都市部里山・郊外



土壌リフレッシュセンターでSDGsの輪を広げよう

食育を通したSDGs教育

減農薬・無農薬野菜

里山・都市農地・
緑地の保全

地力をベースにした農業

ベランダ農業・屋上農園
の土壌再生

土壌リフレッシュセンター

近郊の休眠施設などを有効利用
自然と生命の不思議を

農家と共に学ぶ
現代のオアシス！

農福連携との協働

堆肥組合・土壌リフレッシュセンターを巡る都市部と郊外の連携
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土壌微生物多様性・活性値とは？



持続可能な
自立した地域

風土共創による
農業遺産の維持

消費者との
価値共創

地域内外との
価値共創

農業遺産を
活かした
価値共創

6次産業

自然
栽培農
家育成

エコ
ツーリズ
ム

農福連携

アグリ
ツーリズム

目標の共有と協働・
実践の場

対話による課題認識・
協働意識の共有

立正大学谷津田イノベーション研究会

比企丘陵 日本・世界農業遺産申請事業
（一次審査通過）と立正大学の連携事業のスキーム



④ドローンによる露地野菜の生育管理
概要

ドローンにハイパーカメラ（nano Hyper）、マルチカメラ（RedEdge、Sequoia）を搭載し、収穫時期の光合成作用の低下
が近赤外域の信号に反映されることを利用し、露地野菜の収穫時期を面的に把握する。これにより、圃場管理状況のムラによる
生育状況の違いを監視でき、このことにより圃場管理の情報を提供する。

事業内容
・ドローンを利用した露地野菜の生育管理
ニンジン、レタスで実証
・ドローンを利用した糖度評価
近赤外分光法にハイパースペクトルデータを適用し深谷ネギで実証
ハイパースペクトルセンサー（FieldSpec）、ハイパーカメラ（nano Hyper）、マルチカメラ（RedEdge、Sequoia）vs.
ドローン画像

参加機関・役割
立正大学地球環境科学部教授 後藤真太郎（総括、ドローン観測画像処理、生育状況評価、糖度評価）

白木洋平教授 青木和昭講師
農業大学校 圃場管理・スマート農業従事者育成
埼玉県農業技術研究センター ドローン観測・画像処理、圃場管理
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④ドローンによる露地野菜の生育管理
（農業大学校との共同研究）

ニンジンの収穫時期の特定
生育状況の不均一性を抽出し科学的な圃場管理に利用

スマート農業


